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まえがき

現在、日本の所得税収入は４０兆円そこそこです。それに対して日本が国民の医療費に
使っているお金は４０兆円に迫ろうとしています。この現状を見て私は日本の将来をとても
危惧しています。一家の家計で言うと、収入のほとんど全部を医療費に使っていることに
なります。これでどうして生活していけるのでしょうか。どこに間違いがあるのでしょうか。
どこが間違っているのでしょうか。家計はすでに破綻しています。

確かに医療の進歩はめざましいものがあります。目に見えないような小さな癌をみつける
機械も発明されています。機械もどんどん高度になり人の技術もどんどん緻密で繊細に
なってきています。すばらしいことだと思います。どんな病気でも治せる機械、どんな
病気でも治せる薬が発明され、どんな病気でも治っていく、ひょっとすればそんな時代が
来るのかもしれません。しかし我々はただ高度な医療に身を委ね、自分の体を医師に任せっ
きりにしていていいのでしょうか。せめて自分の体だけは自分で守っていく、自分の弱点を
知り、自分の体質を理解し、病気の知識を持つことが必要な時期に来ているのではない
でしょうか。病気にならないような体を作っていく、持病があっても自分で治していける
知識を身に付ける、病気とうまく付き合っていける要領を知る、そんな昔の時代に今一度
戻ってみることが大事なのではないでしょうか。

中国ではその家庭、その家庭で日常使う薬を作り、いざという時のために備えています。
そしてその薬の材料はその家庭、その家庭で、全部違うそうです。その家庭その家庭で
家族の体質が違うからです。日本のように夏冷たいものを飲む習慣もありません。夏は
暑く、体力が落ちているので胃腸に負担を掛けないよう温かいものを摂ります。そして
あまりたくさん食べません。中国でビールを注文しても冷たいビールは出て来ません。
そして寒くなると温かい鍋物をしっかり食べて冬に備えるのです。とても理にかなって
いると思います。体調を崩したらカロリーの高いものは避け、お粥に梅干で弱った内臓を
休ませる、これこそが昔我々が実践してきた東洋医学の真髄なのです。

昔、私の家には赤本と言う家庭の医学書がありました。勿論東洋医学の本です。表紙は
汚れで茶色っぽくなっていましたが、もともと表紙が赤かったのでそう呼んでいたのだと
思います。事あるごとに母はその本を開け、勉強していました。私もその光景を見ていた
せいか、子供ながら、時々体の調子が悪くなると開けてみた覚えがあります。度重なる
引越しで、今はもうありませんが、この本を何とか私なりに再現したい、そう思ってペンを
執りました。この本では、我々が日常茶飯事に起こりうる１００の症状について解説しま
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した。私は小さい頃から体が弱く喘息、リウマチ　腱拘縮、肝炎、腎炎、網膜症と数え
切れないほどの病気を経験してきました。随分苦しんだのを覚えています。自慢にはな
りませんが、この１００の症状のうち未だ経験していないのは数個ほどしかありません。
それだけこの１００の症状が身近なものであることを示しています。多くは誰もが経験
している症状だと思います。それだけ身近な症状であるがゆえ、病院で治療を受けるほどの
ことではないともいえますし、逆に病院に行っても的確な治療は受けられないとも言える
のではないでしょうか。病院に行かなくてもちょっとした知識で、ちょっとした裏技で
解消できるものがたくさんあるように思います。

本書は、針師、灸師、マッサージ師の方々にも治療書として十分活用していただける
内容になっていますが、私は是非、素人の方に読んでいただきたいと思っています。その
ためなるべく専門用語を避け、解りやすく説明したつもりです。どんなにお金をたくさん
持っていても病気ばかりして、毎日病院通いをしている家庭もたくさん見てきました。
どんなにお金が無くても、みんな健康で余裕のある生活をしている家庭もたくさん見て
きました。健康な生活こそが幸せなことだと確信しています。常日頃から自分の体質を
理解し自分の弱点を知って、ちょっとした体調の異変に気づく、大事に至らないよう生活
習慣を改善する、ちょっとした運動で不調を解消する、ちょっとした治療で体調を整える
ことができる、国民ひとりひとりがそうなってほしいのです。自分に頻繁に起きる症状で
あれば自分で治せるくらいの治療家になってほしいのです。あなたの体のことは医者よりも
あなた自身のほうが詳しくなってほしいのです。いや詳しくあるべきなのです。あなた
自身の主治医はあなた自身であるべきだと思っています。毎日付き合っている体なのです
から。そして病気への知識が、健康への知恵が自身の保健医学を確立し、やがてそれが
医療費の削減に繋がり、健康的な生活を生み、家庭を豊かにし、やがて日本の経済を立て
直すことに繋がると確信しています。
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10 第1章　東洋医学の歴史

古来、医術は患部に手を当てたり、撫でたり、舐めたりする原始医学から始まり、やがて
魔法的医術や経験的医術へと発展していきました。

東洋医学は紀元前から紀元後のちょうど境目あたり、漢の時代から経験的医術が受け継がれ、
発展しながら現在の中国が漢の時代にまとめられ、黄帝が著した黄帝内経（こうていだいきょう）、
神農が著した神農本草経（しんのうほんぞうきょう）、傷寒雑病論（しょうかんざつびょうろん）
等の書物に伝えられています。

■1　黄帝内経は黄河流域の漢民族の間で発達したもので、医学理論と鍼灸治療を中心と
した治療法が述べられています。素問９巻と霊枢９巻から構成されています。素問は
平素の問答の記録ということで生理、病理、衛生、養生など医学の基礎が述べられ
ています。霊枢は神霊の中枢を記したもので、針を中心とした治療法が記されてい
ます。

■2　神農本草経は神農が農耕を教える中で植物を薬に用いる方法を考え、薬物に関する
経験的な知識をまとめたものです。

■3　傷寒雑病論は漢の時代、張仲景という人が著したもので、傷寒（急性熱性病）雑病の
病理と漢方薬法が述べられています。これは宗教的影響を受けず揚子江以南で発達
した薬物療法を中心とした医学であります。

562 年、鍼灸技術が日本に伝えられ、701 年に制定された大宝律令の中の医疾令に針師、
針博士、按摩師、按摩博士などが位置づけられています。平安時代、丹波康頼によって
書かれた（医心方）はわが国に現存する最古の医学書です。平安時代から室町時代にかけ
て僧侶が医者を兼ねていましたが、明に留学した僧医によって金、元時代の新しい医学が
伝えられ、日本の医学として独自の発展をするようになります。室町末期から江戸時代に
かけて鍼灸漢方薬治療の重要性が認められ、多くの流派が生まれ、今日に至っています。
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しょうし、地球そのものの存在も疑問です。太陽のおかげで生命が宿ったのかもしれま
せん。それでは月はどうでしょうか。月がなくしては潮の満ち引きはなく、生命の息吹も
ありません。子孫繁栄に関する女性の月経周期が月の周期に一致するように、月もなく
てはならない存在なのです。いずれにしましても、この世の総ての万物は、太陽の持つ
陽の気と、月の持つ陰の気を備え持って生まれてきているのです。陽は夏至で最も繁盛し、
陰は皆無になりますが、その時点において陰は芽生え、勢いを増してきます。それと同
時に陽は力をなくし、冬至において皆無となり、陰が繁盛の極みに達します。月が支配
する潮の満ち引きのように、消えては生まれ、生まれては消える、決して一方に傾くこと
はありません。この連綿と交代していく様のように、宇宙のあらゆる現象は盛衰を繰り
返してゆくのです。これが陰陽論の概念なのです。太陽は繁盛を現わし、月は盛衰を表す
のです。栄えたものはやがて滅び、滅びたものはやがて又栄えるのです。女性は陰です。
陰といっても陰だけではなく、陰と陽を比べると陰の気のほうが強いという意味です。
その反対に男性は陽なのです。男性の犯罪が刃物を使ったり、ピストルを使ったりする
陽性に対して，女性の犯罪は毒物を混入したり、針を混入したりと非常に陰湿なものが
多いのも頷けます。女性でも気性が激しく活発で男性的な方もいますし、男性でもとても
優しく穏やかで女性的な方もいます。

この世の全ての万物は月の持つ陰の気と太陽の持つ陽の気で作られています。森羅万象、
宇宙のありとあらゆるものは、相反する陰と陽の二気の働きによって消長、盛衰するので
あり、この二気の働きによって万物の事象を理解し、将来を予測しようとする世界観から
東洋医学は始まるのです。

そして人々は、天の時から地上の時を作り出すうちに、天空の星の動きと地上の出来事を
結びつけるようになりました。天空に起きる現象は地上の現象として起きることを確認し、
天空に起きる現象は人間の体にも起きることを発見したのです。天空の星の動きは、人間の
内蔵の動きに連動することを発見したのです。

太古より知られていた太陽系の惑星に水星、金星、土星、火星、木星があります。この
五星の運行は、地上の現象となんらかの関係があるのではないかという考えから五行論が
生まれ進化していきました。すなわち天地間の全ては、太陽の陽の気と月の陰の気でで
きており、木火土金水の五つの要素を含みながら、自然界の総ての現象が五惑星の気の
消長、盛衰によって影響されるとしました。太陽は地上に光を与え作物を成長させること
から、繁栄と支配を宿す存在となり、月は地球の水に影響することから、聖なる母、母性
的力を宿す存在になりました。天空に輝く水星、金星、土星、火星、木星の五惑星にも
それぞれの力が宿ったのです。このようにして陰陽五行思想は中国の古代哲学として確
立されていったのです。陰と陽とは天地間の万物を作り出す陰の気と陽の気をさし、陰とは

陰陽五行論について

東洋医学を学ぶ時、まず勉強しなければいけないのは暦です。穀物の成育、稲の刈り
取りなど暦は人々の生活になくてはならないものだったのです。人々は暦を見て農作業や
婚礼の生活設計を立てていました。八十八夜が来ると、農家では晩霜に注意し、二百十日
が来ると漁師は台風に備えたのです。このように暦はもともと人々の日々の生活や農業、
漁業などにおける行動基準であったと言っていいのではないでしょうか。地上に太陽が
昇れば、光が満ちて昼となり、太陽が沈めば、夜が来て、漆黒の闇が地上を覆います。
古代の人々は太陽の日の出、日の入りによって作り出される 昼と夜によって、一日と言う
単位を作りました。そして月の満ち欠けから一ヶ月という単位を作り、夜空に輝く星の
位置が季節とともに一巡することから一年と言う単位を作ったのです。つまり天空、星の
動きが我々の中に時の概念を生じさせ、そこから地上の暦が生み出されたのです。

地球の自転によって一日が生まれ、月の満ち欠けによって一ヶ月が生まれ、地球が太陽
の周りを公転することによって一年が生まれるのです。太陽や月の運行に一定の周期の
あることを知った人々は、時の移り変わりを示す暦を作りました。その暦によって時の
移り変わりを知り、季節を予期し、種まき、田植え、収穫の時期を予知したのです。

古代より暦は太陰暦が使われてきました。太陰暦は太陰、つまり月の周期的変化を基礎
とした暦法で、地球上のどこにいても月は頭上に輝き、毎日その姿を変えます。新月、
上弦の月、満月、下弦の月と規則的に変化します。その周期は約２９日半で、２９日の
小の月と３０日の大の月を交互に並べれば暦ができます。ところがこれを１２ヶ月並べて
一年とすると、太陽の周期である３６５日と比べて１１日の誤差が出ます。これをこのまま
放置すると、実際の季節と暦日がどんどんずれ、農耕を主とする諸民族にとって重大な
事態が発生するのです。そこでかなり前より太陰暦と太陽暦の調整がなされました。そこで
取り入れられるようになったのが、太陰暦に季節変化など太陽暦の要素を取り入れて作
られた太陰太陽暦（旧暦）です。太陰暦を太陽暦と調和させるため人類は様々な工夫を
重ねてきました。太陽暦の一年と太陰暦の一年は約１１日の誤差があるので、２，３年ごと
に１ヶ月の閏月を挿入する方法がとられるようになりました。これが現在旧暦と呼ばれ
るものであります。そして日本では明治に入り太陽暦が採用されるようになったのです。
地球が太陽の周りを一周する時間を一年と定めたのです。太陽の黄道上の運行、つまり
季節の交代する周期を基に作られた暦法で、月の運行は考慮しないとしたのです。つまり
季節のずれはありませんが、一ヶ月が月の周期と一致しない欠点があります。そして１年を
３６５日、４年ごとに閏月を置いて３６６日としたのです。

太陰暦がいいのか、太陽暦が妥当なのかはともかく、太陽なくして人類の存在はないで
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せると１２０通りの年号が出来ますが、陽と陽、陰と陰という風に同じ性質の組み合わ
せしか出来ません。陰と陽の組み合わせは出来ませんので、実際には６０通りの年号が
出来上がります。

戊辰戦争（ぼしんせんそう）、壬申の乱（じんしんのらん）、辛亥革命（しんがいかくめい）
と言われるように当時は年号で表現されたものがたくさんありました。甲子園も甲子の
年にできたのでこの名前が付いたそうです。したがって生まれて６０年経つと暦が一巡
しますので、還暦といって、赤ちゃんに戻ったという印に赤いちゃんちゃんこを着て、
お祝いをするようになったのです。当時の人々の寿命は５０年前後であり、６０年生き
れば長寿と言われ、とてもおめでたいことだったのです。

図１　十干、十二支と五行の関係

１　五星（木火土金水）の性質

★ 木星の性質
古代より木星は作物の実りを現わす星でした。そのため木星は社会的幸運や運命的

援助の象徴とされました。木星は明るく安定した輝きを持ち、比較的ゆっくり天空を
１２年かけて一周します。木星を基本にして天空を１２等分して作られたのが十二支
であり、１２正座宮です。したがって木星は一つの正座宮に１年留まることになり、
１年と言う長い期間、一つの星座宮に留まることから、中国では木星のことを歳星と
よび、１年間の作物の実りや社会情勢を占うのにとても重要な星とされました。地上

日光の当たらない日陰の意味であり、陽は日向の意味であります。
人間の性格にも影と日向があるように、総ての万物は陰と陽の性質をもっています。

陰が大きくなると陽が小さくなり、陽が大きくなると陰が小さくなり、シーソー現象の
ように、陰と陽は常にその大きさを変えながらバランスをとっていく、これが陰陽消長
なのです。

陰は又、陰が極まれば陽に変化し、陽が極まれば陰に変化します。これを陰陽転化と
いいます。真昼の太陽がさんさんと輝き、総てを照らし、総てを暖め、総てを明るくする
陽が極まった時、すでに陽は陰に変化し始め、太陽はその輝きをなくし、暗く昼のぬく
もりを消滅していきます。

十干は中国の殷の時代、草木の発生、成育、成熟、収穫状態を１０段階に分けて出来た
もので、戦後、小学校などで学業成績を示す記号として使われてきました。甲乙丙丁戊
己庚辛壬葵（こう、おつ、へい、てい、ぼ、き、こう、しん、じん、き）の総称ですが、
本来戦争における武器や盾を表す象形文字から造られ、これらは草木の成育状態を意味
しています。

この十干にはそれぞれ陰と陽があり、甲は陽、乙は陰というように陽陰陽陰と交互に配当
されています。ここから干支、兄（え）弟（と）が作られました。甲乙は木星に配当され、
甲は木の兄ということから、木の兄（きのえ）、乙は木の弟（きのと）と呼ばれるようになっ
たのです。兄は陽ですから、剛強、動の性質を有し、弟は陰ですから、柔和、静の性質を持っ
ています。従って同じ木気の生まれであっても、甲年の生まれと乙年の生まれの人とでは
大きな性格の相違があるのです。以下は表を参考にしてください。

また、十二支と言うのがあります。子丑寅卯辰巳午未申酉戌亥（し、ちゅう、いん、ぼう、しん、
し、ご、び、しん、ゆう、じゅつ、がい）と読みますが、これも中国が殷の時代すでにあった
とされます。この十二支も草木の成育状態を表した文字ですが、１年を１２ヶ月とした時、
１月から順に寅の月、卯の月、と言う風に月の順番を表していたようです。最も大きい
木星の周期が１２年であることから、天空を１２等分し名づけたもので、方角や時刻も
表すようになりました。しかしこれでは親しみがないということで動物の名前を当て、
ねずみ、うし、とら、うさぎ、たつ、へび、うま、ひつじ、さる、とり、いぬ、いのしし、
として人々に親しまれるよう覚え易くしたのです。この十二支にも陰と陽があり、子は陽、
丑は陰、寅は陽というように陽陰陽陰と交互に配当されています。前にも出てきましたが、
男性は基本的には陽です。女性は基本的には陰ですから、女性と男性の相性もその生ま
れ年によって、そのあたりから割り出されるようになりました。そして十干と十二支を
掛け合わせて作られたのが殷の時代に作られた年号なのです。十干と十二支を掛け合わ

 陽
木

甲（こう） 木の兄（きのえ） 寅
春

陰 乙（おつ 木の弟（きのと） 卯

陽
火

丙（へい） 火の兄（ひのえ） 午
夏

陰 丁（てい） 火の弟（ひのと） 巳

陽
土

戊（ぼ） 土の兄（つちのえ） 辰　　戍
土用

陰 己（き） 土の弟（つちのと） 丑　　未

陽
金

庚（こう） 金の兄（かのえ） 申
秋

陰 辛（しん） 金の弟（かのと） 酉

陽
水

壬（じん） 水の兄（みずのえ） 子
冬

陰 癸（き） 水の弟（みずのと） 亥
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では土星は土用を表しますが、現在では梅雨の時期を表します。土星は人間の体に長期間
栄養を与え続けるところから（脾）膵臓に配当されたのです。

★ 金星の性質
金星は太陽に次いで明るく輝く星であり、そのため星と言えば金星が代表とされ、

五角形の星型は金星を図形化したもので、その輝きは、太陽が輝く昼間でも見える場合が
あります。金星は愛情に関する出来事を暗示し、恋愛、出会いをもたらすため、男性に
とっての理想の恋人像も金星によってもたらされます。

金星の輝きは古代から人々を魅了し、美や五穀豊穣　快楽の象徴とされました。金星は
明の明星と宵の明星として９ヶ月ごとに二つの姿を見せます。中国では金星を太白と
呼び、戦果を占う重要な星でした。それは勝利こそが金星に象徴される豊穣、快楽を
もたらしたからでしょう。燃えた土は冷え固まり金属を作ります。金属は冷たいので
空気を水滴に変え、ミネラル豊富な水源を作りますが、水分の調節をするところから
人間の肺に配当されました。金属は木を切り倒し、森を壊していきますので秋の象徴
でもあります。

★ 水星の性質
水星は動きの早い惑星で、太陽のすぐそばで輝くために見えにくく、見えたと思っても

すぐその姿を消します。その動きのすばやさや、めまぐるしい輝きの変化から、水星は
俊足で、抜け目なく動き回る印象を与えました。人間がこの世で生きていくために必要な
知識は水星によってもたらされると考えます。それは水星が太陽に一番近く、太陽の
自己実現を助けるための能力、思考力、理解力、判断力を示すと考えられるからです。
知識や情報を得るために必要なコミュニケーション能力も水星の管轄です。

人が社会活動する能力、社会的評価をされる能力は水星によって判断されます。水は
生命の泉、金属を溶かしたミネラル豊富な水は、樹木を大きく成長させ、森を作りますが、
水は火を消してしまい、燃え盛る心臓の活動を乱します。そして水星は冬の象徴でも
あります。水はエネルギーの源と言う考えで人間の腎臓に配当されました。

以上この５個の惑星は常に位置を変え、５個の惑星の気は地球の総ての物体に影響を
及ぼしています。森羅万象、有為転変、留まることなく気の流れを変化させています。
木の性質は成長発育を表すことから人体の肝臓に値すると考え、同じく火は心臓、土は
膵臓、金は肺、水は腎臓の働きに似ているとしたのです。月、太陽、木星、土星、火星、
金星、水星がおりなす大宇宙に対して、人体は小宇宙として人体の医学にも応用でき
ると考えたのです。したがって惑星の動きは常に人体にも大きな力、影響を与え続け
るのです。ここから星占い、いわゆる占星学が発展していくのです。

の支配者は太陽ですが、木星は全天空を支配する存在になり、しかも木星が太陽系の
惑星の中で最も大きく基本となることから、人間の肝臓に匹敵すると考えられました。

木は樹木の成長発育を現わし、春の象徴となります。樹木は土の養分を吸い取り、
大きくなっていきますが、やがて木と木がこすれ火が起こり、樹木は焼けて土となり
ます。木星は１２年と言う大きな周期を持ち、最も大きな惑星と言うことで人間の肝臓
に当てられたのです。

★ 火星の性質
火星は天空において気まぐれな運行をする星で、一つの星座宮を行きつ戻りつ、半年

近く留まったかと思うと急にすばやく天空を移動すると言う、衝動的で不規則な動きを
する星であります。火星は生命、欲求を象徴し、周囲と競争して生き残ろうとする意欲
を現わします。しかしその意欲は時として周囲とのトラブルの根源にもなります。従って
火星は運命的なトラブルを暗示するのです。火星の赤い輝きは、激しく燃え盛る赤色や
血の赤色を連想させ、火星の輝きが大きくなると、地上に厄災が起こる予兆とされま
した。火星は男性的エネルギーの象徴でもあり、人間の心臓に配当されました。火は
光り輝く炎を意味し、燃えるような灼熱の性質を表し、真夏の象徴となります。火は
木が存在するおかげで発生し、総てを燃やし、強く硬い金属をも溶かしますが、水に
よって力をなくし、燃え尽き、やがて草木の栄養分として土を残し、木を大きく成長
させます。火がなくては地球そのものの存在もないところからも、人間の心臓を意味
することは当然のことでしょう。

★ 土星の性質
土星は目に見える惑星の中で太陽から一番遠く、約３０年かけて天空を一周します。

土星の３０年は、一つの時代から次の時代に移り変わる世代交代の周期を表します。
その遅い動きと暗い輝きは、人々に大器晩成の印象を与え、一番長い周期で移動する
ことから人間の脾 ( 胃腸 ) に該当されました。

脾とは脾臓のことではなく、膵臓を基盤とする消化器管一般を指します。土星は祖先や
伝統、社会的目標、そのための困難、試練を暗示しますが、特に親から受ける制限が、
太陽の自己実現に与える試練を意味します。土は水を吸い込み、水の流れを堰き止め
ますが、草木に栄養を与え、豊かな森を作ります。やがて土は冷え固まり、金属を作ります。
そしてまた冷えた金属は水滴を作り、ミネラル豊富な水となります。四季の移り変わり、
いわゆる土用の象徴となります。

土用は立春、立夏、立秋、立冬の前１８日間を表し、年に４回ありますが、一般に
土用というと夏の土用、即ち立秋の前の土用を表すようになりました。五行の色体表
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水分の調節をしますが、一方肺から取り入れた酸素によって体内で水分を作り、細胞を
活性化し腎に送られます。

★　水は木を生ず
いっさいの植物は水によって養われています。水なくして植物は枯死します。水が木

を生ずるのは自然の理であります。腎臓は水分の調節だけでなく体毒も水分と一緒に
排泄します。この解毒作用は肝臓でも行われますが、腎臓の解毒作用に比べれば肝の
解毒作用ははるかに小さいのです。腎臓の解毒作用なくして肝臓は活発に働けないの
であります。

以上のように木火土金水は肝心脾肺腎と配当され、肝心脾肺腎は順に母子関係となり
その働きを高めていくことになります。また、木火土金水には相剋関係なる、悪いいじめ
の関係もあります。

図２　五臓の相生関係と相剋関係

２　五星の相生関係

相生関係は母子関係ともいい、母から子が生まれ子は母に影響され、とてもいい関係、
吉の関係です。東洋医学では子が虚したらその母を補え、とあります。肝臓の働きが弱った
時にはその母である腎臓に働きかけることで肝臓の機能を回復させることが出来るのです。

★ 木は火を生ず
古代より、火を作るのに、木と木を擦り合わせて火を作りました。人間は火を発明

することによって保存食を作り、暖が取れるようになり、寿命をのばし、子孫が繁栄
するようになりました。肝臓は心（神）を宿し精神的成長を促します。肝臓によって
浄化された血液は心臓に戻り、心臓の動きを円滑にします。古代より神の宿る神社に
は必ず樹齢何百年と言う大木が、神社の守り神として鎮座しているのも頷けます。

★ 火は土を生ず
火が燃えた後には灰が残り、土となります。心臓の働きによって人体の脾による消化

吸収作用が生まれ、生命活動が維持されます。脾とは消化吸収作用全般を取り仕切る
大切な臓器として、胃の上に覆いかぶさっているものであると考えられてきました。
脾は後天の元気、いわゆる生きる元気を作る膵臓のことです。しかし解剖の結果そこに
あったのが脾臓であったため脾と名づけられましたが、膵臓は胃の後ろにあり、実際は
見えないので膵臓と脾臓を間違えてしまったのです。膵臓は古代より胃の上にあって消
化吸収を助ける臓器として重要視されてきました。消化吸収されたブドウ糖は膵臓から
出るインスリンというホルモンによって肝臓や筋肉に運ばれ、グリコーゲンとなって
蓄えられ、エネルギーの源となります。

★ 土は金を生ず
土は冷え固まり金属を作ります。脾から作られた水穀のエネルギーは筋肉を存分に

働かせ、肺の血液浄化作用を活発にします。肺は血液中の二酸化炭素と空気中の酸素
を入れ替え、血液をきれいにして体の末端に酸素を送ります。脾胃で消化吸収された
水分は肺に行き、水分の代謝を盛んにします。

★ 金は水を生ず
天からの雨は土の中の金属を溶かしながらミネラルたっぷりの川を作ります。また、

金属は冷たいので金属に触れた空気は水滴を作り、土に水分を与え、植物を生育させ
ます。肺に送られた水分は汗腺から汗として体外に排出し、腎に送って尿として出し、

木星
（肝臓）

水星
（腎臓）

金星
（肺臓）

土星
（胃腸）

火星
（心臓）
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働きが低下すると、血液が汚れ、血液を大量に蓄える肝臓が弱ってきます。

★ 水は火に剋つ（かつ）
腎臓は心臓をいじめます。
水は火をいじめます。水が火を消してしまうのは明白です。火にとって水ほど怖い

ものはありません。しかし、火は金をいじめます。腎臓は、心すなわち神を犯します。
腎の病は、怖い、恐ろしいなど精神不安を起こし、いつもびくびくしています。腎は
血圧を不安定にさせ、心臓の動きを乱しますが、腎は膵臓の力によって抑えられ力を
失くします。

以上、木火土金水の５星の持つ性格を記しましたが、天地間のすべては木火土金水の５個の
要素で成り立ち、自然界の諸現象総てが５惑星の気の盛衰消長によって影響されるのです。

相生関係と相剋関係は常に表裏関係として、うまくバランスをとって人間の体を支えて
います。つまり、相生関係だけでも破局するでしょうし、相剋関係だけでも体は病魔に
襲われるのです。相生と言う正の部分と相剋という負の部分が調和して初めて健康が維持
できるのです。一つだけ弱い臓器が生まれないよう、一つだけ強い臓器が生まれないよう
六臓六腑のバランスが健康を維持するのです。いじめた人も誰かにいじめられ、いじめ
られた人もまた誰かをいじめている、そんな関係が社会を作っているのです。水清ければ
魚住まず。水もある程度濁っていないと魚も住みにくいのかもしれません。

人間の性格にも必ず裏と表があります。裏と表一体物としてみていかないと人の評価
はできません。言うなれば相剋のなかに相生があり、相生の中に相克が存在するのです。
つまり、木が土の気を損なう代わりに、土は木の根が張ることによって土砂の流出を防い
で貰っています。土が水の気を損なう代わりに、水は土によって川の流れを保つことが
出来ます。水が火の気を損なう代わりに、火は水によって消されることによって燃焼し
つくされるのを防いで貰う、火が金の気を損なう代わりに、金は火によって刃物などの
製品として形を残すことが出来る、金は木の気を損なう代わりに、木は金によって様々
なものに用途を変えることが出来るのです。いわゆるどんなものにも相生、相剋二つの
面があってこそ万物は循環し、宇宙の永遠性が保障されるのです。

３　五星の相剋関係

相剋関係はいじめ、いじめられる、とても悪い凶の関係です。

★ 木は土に剋つ（かつ）
肝臓は膵臓をいじめます。
木は土をいじめます。木は土に根をはり、養分を吸い取り、土を痩せさせます。土は

木によって養分を吸い取られ、気が不足してきますので木をとても恐れています。木に
いじめられた土は、また水をいじめ、水の流れを堰き止めます。人間の臓器で考える
と肝臓は膵臓の力を衰えさせ、膵臓からのインスリンの量を抑え、食欲不振を招きます。
肝臓は膵臓をいじめますが、膵臓は腎臓をいじめ、バランスをとっているのです。肝胃
不和といって肝臓病を患うと食欲が落ち、栄養が身に付かないため、血液浸透圧が下がり、
体がむくんできます。

★ 火は金に剋つ（かつ）
心臓は肺をいじめます。
火は金をいじめます。火は硬い金属をも溶かし、液状化してしまいます。金属にとって

火ほど怖いものはありません。心臓は肺をいじめ、気管に痰を発生させ、呼吸困難を
起こさせますが、肺は肝臓をいじめ、バランスをとっています。年をとって心臓が弱って
くると肺炎をこじらせて亡くなる方が多いのも頷づけます。

★ 土は水に剋つ（かつ）
膵臓は腎臓をいじめます。
土は水をいじめます。土は水を吸い取り、溢れる水を堰き止めます。水は流れ、川を

作り、海に栄養を運ぼうとしますが、土によって堰き止められ動けなくなります。しかし
水は火の勢いを止め、消滅させます。膵臓は吸収した栄養分を蓄えようと、懸命に
インスリンを出しますが、腎臓をいじめるため腎の機能を阻害してしまい、栄養が体外
に流れ出てしまいます。糖尿病になると腎機能が低下するのもうなずけます。

★ 金は木に剋つ（かつ）
肺は肝臓をいじめます。
金は木をいじめます。どんなに高くそびえる大木であっても、金属の斧にかかると

簡単に切り倒されてしまいます。木は金が恐くてたまりませんが、逆に土をいじめて
います。肺は新鮮な酸素を取り入れ、いつもきれいな血液を送り続けます。しかし肺の
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